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 北軽井沢の山荘の裏庭は、カラマツとアカマツの森

で、広さだけは自慢できる。沢の上にある台地のよう

な地形なので、野生動物にも好まれていて、今までに

もさまざまな動物に出会ってきた。 

 
 カモシカは裏庭で何度か目撃した。カモシカは警戒

心が強いが、ヒトと目が合うと微動だにしなくなる。

俗に「アオの寒立ち」と呼ばれる行動だ。初夏には、

目の下の臭腺を樹木や枝にこすりつけて、縄張りを主

張する行動も見られる。 

 
 「ニホンジカ」もよく現れる。お尻の毛が白いので

遠くからでも見分けがつく。 

 
 ヒトの子どももよく現れる。この友人一家（４人き

ょうだい）は、裏庭のアスレチックが大好きで、山荘

に来ると一日何回も遊んでいる。 

 
 アスレチックのそばのカラマツの幹には、フクロウ

専用の巣箱を設置してある。内部の天井には赤外線カ

メラもあるり、インターネット経由で千葉県にあるサ

ーバーに 24 時間映像を保存している。 

 
長らくムササビの「昼寝用」に占拠されていた巣箱

だが、３月下旬になって、本来の主が毎日のように現

れるようになった。産卵・営巣が期待される行動だ。 


